
 

B-SeminaR 
 

与信限度額設定ワークショップ 
 
◆今までは、過去の取引実績をベースに与信限度額を設定する企業がほとんどでした。しかし、現在ほど、与信管

理に客観性が求められている時代はありません。したがって、与信限度額の算出にも客観的な根拠が必要です。こ

のセミナーでは、ワークショップ形式で与信限度額の設定を学びます。取引先の基本的な分析方法や財務比率分析

をおさえた上で、与信限度額の基本的な考えや、各種の与信限度額の算出方法を解説します。こうした知識を踏ま

えた上で、実際の企業を使って、与信限度額を算出し、参加者同士でその妥当性についてディスカッションしてい

きます。 
 日時  2009年 2月 10日（火）  10:30～16:30 
 会場  きゅりあん（品川区立総合区民会館） 4階 研修室  
     〒140-0011 東京都品川区東大井 5-18-1 Tel 03-5479-4100 Fax03-5479-4110 

 費用  30,000円（税込） *テキスト・昼食代含む 

 内容 ···················································································································  定員 22名 
※セミナーの一部が「与信管理の基礎講座」セミナーと重複する部分が

ございます。 

1．取引先の分析 2．定性分析 

3．定量分析（安全性の分析・効率性の分析・収益性の分

析） 4．与信限度額とは 5．与信限度額の決定要因 

6．与信限度額の算出方法 

  （１）粗利益累計額法  （２）法的信用限度法 

  （３）担保資産６掛け法  （４）業種比較法（準用法） 

  （５）標準評点比較法  （６）売掛能力一割法 

  （７）自己資本基準法  （８）仕入債務基準法 

  （９）簡便法  （１０）総合評価法 

  

 7．ケーススタディ 

  （１）各種与信限度額算出法を使い、 

実際の企業の与信限度額を算出 

  （２）与信限度額の有効性の検証（ディスカッション） 

 

※電卓をお持ちください 

 

*セミナーの録音・録画はご遠慮くださいますようお願い申し上げます。 

*開催日までに、内容を多少変更する可能性があります。  

*主催者、講師等の諸般の事情によりセミナー開催を中止させていただく場合がございます。予めご了承ください。

 講師  牧野 和彦 ナレッジマネジメントジャパン株式会社代表取締役。 

・1989 年早稲田大学卒。ダンアンドブラッドストリートジャパンにおいてシニアマネージャーとして多くの実績を収め、1997

年に D&B Leadership Award を受賞。 1999 年 3 月、日本人で初めて米国の National Collections & Credit Risk において講

演を行う。2000 年 6 月に現在の会社を設立し、与信管理のコンサルティングや講演、執筆など幅広い活動を行う。訳書に『ダ

ンの企業審査入門』（日本経済新聞社）。著書に『eビジネスのリスクマネジメント』（エクスメディア）、『海外取引の与信管理

と債権回収の実務』（日本実業出版社）、『これだけある！お金をかけずにマスターするビジネス英語』（中経出版）がある。（社）

日本経営協会、（社）企業研究会、ＪＥＴＲＯ、各商工会議所の講師としても活動中。 

 お問合せ ナレッジマネジメントジャパン株式会社 B-SeminaR担当 
 Tel. 03-5575-2436  Fax. 0120-453-702  〒107-0052 東京都港区赤坂 6-2-12 ｻｰｼﾞｭ赤坂 2F 
 Homepage  http://www.kmjpn.com  E-mail:  seminar@kmjpn.com 

 お申込み  下記にご記入の上、FAX下さい。（Fax. 03-5575-2277）又はホームページからお申し込み 
いただけます。お申込みを受付後、当社より受講票及び請求書を郵送いたします。セミナー3日
前までにお振込みください。 

※ｾﾐﾅｰ 3日前（土日祝日を除く）を過ぎたｷｬﾝｾﾙは 100%のキャンセル料がかかります。*ｾﾐﾅｰの録音・録画はご遠慮くださいますようお願い申
し上げます。*開催日までに、内容を多少変更する可能性があります。*主催者、講師等の諸般の事情によりｾﾐﾅｰ開催を中止させていただく場
合がございます。予めご了承ください。 

■ 2月 1 0日(火）10:30～16:30  与信限度額設定ワークショップ ■ 

受 講 者 名  フリガナ  

会 社 名  

ご 住 所 〒 

部 署 名  役 職 名  

TEL  FAX  

E-mailアドレス  
 

MManagement KKnowledge 


